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学習指導要領

• 学習指導要領では、小学校段階において育むべ
き資質・能力を、三つの柱に沿って、教育課程全
体及び教科等ごとに明確化し、中学校以後の学
びに円滑に接続させることが求められています。



中学校学習指導要領解説外国語編
～外国語科改訂の趣旨と要点～
【今までの成果】

平成 20 年改訂の学習指導要領は，小・中・高等学校で一貫し
た外国語教育を実施することにより，外国語を通じて，言語や
文化に対する理解を深め， 積極的に外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとする態度や，情報や考えなどを的確に理解
したり適切に伝えたりする力を身に付けさせることを目標として
掲げ，「聞くこと」，「話すこと」，「読むこと」，「書くこと」など を総
合的に育成することをねらいとして改訂され，様々な取組を通じ
て指導の充実が図られてきた。



中学校学習指導要領解説外国語編
～外国語科改訂の趣旨と要点～
【今までの成果】

中学校においては，小学校における外国語活動の成果
として，英語で積極的にコミュニケーションを図ろうとする
態度が育成され，「聞くこと」及び「話すこと」の活動を行
うことに慣れているといった変容が生徒に見られること等
も踏まえ，授業における教師の英語使用や生徒の英語
による言語活動の割合などが改善されてきている。



学年が上がるにつれて児童生徒の学習意欲に課題が生
じるといった状況や，学校種間の接続が十分とは言えず，
進級や進学をした後に，それまでの学習内容や指導方法
等を発展的に生かすことができないといった状況も見ら
れている。

中学校学習指導要領解説外国語編
～外国語科改訂の趣旨と要点～
【今までの課題】



授業では依然として，文法・語彙等の知識がどれだけ身
に付いたかという点に重点が置かれ，外国語によるコミュ
ニケーション能力の育成を意識した取組，特に「話すこと」
及び「書くこと」などの言語活動が適切に行われていない
ことや「やり取り」・「即興性」を意識した言語活動が十分
ではないこと，読んだことについて意見を述べ合うなど，
複数の領域を統合した言語活動が十分に行われて
いないことなどの課題がある。

中学校学習指導要領解説外国語編
～外国語科改訂の趣旨と要点～
【今までの課題】



また，生徒の英語力の面では，習得した知識や経験を生
かし，コミュニケーションを行う目的や場面，状況等に応じ
て自分の考えや気持ちなどを適切に表現することなどに
課題がある。

中学校学習指導要領解説外国語編
～外国語科改訂の趣旨と要点～
【今までの課題】



現状と課題 文科省直山木綿子視学官
～令和5年7月3日 日本教育新聞より～

【小学校の現状】

• 外国語教育の存在が小学校現場に定着
• 「特別感」がなくなり「当たり前」に
• 児童は外国語の授業で楽しく学んでいる



現状と課題 文科省直山木綿子視学官
～令和5年7月3日 日本教育新聞より～

【小学校の課題】

• 「言語活動を通して」の理解を深めること
• 「相手意識」と「目的意識」を踏まえること
⇒「誰に、何のために」という要素が加わり、児童

一人一人のオリジナリティあふれる表現になる



現状と課題 文科省直山木綿子視学官
～令和5年7月3日 日本教育新聞より～

【英語での表現】

• 「言いたいこと」「思っていること」を英語で
表現できない場面で求められているのは・・・

• 大切なのは・・・



現状と課題 文科省直山木綿子視学官
～令和5年7月3日 日本教育新聞より～

【課題】

• 小中の接続が不十分
• 小学校の外国語の指導事項を踏まえ、中学校側
の意識を高めることが必要



大木田先生の実践事例

• 中学校の先生が学区内の小学校へ行って授業を
する「出前授業」の実践例です。

• 小学校の実態を知ることができることはもちろん
中学校における授業改善のヒントがたくさん出て
きます。



小学校との接続を
意識した授業実践

江東区立辰巳中学校

主幹教諭 大木田 陽子
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自己紹介

・経歴：

① 区 中学校

② 区 中学校

③ 江東区立辰巳中学校（ 年目）

・出身：・出身：・出身：・出身：福岡県北九州市

・経歴：

①① 区 中学校

年目（ ５ 月時点）



（１）赴任初年度の学年状況

２ きっかけ

（２）小学生への出前授業

（３）「外国語活動」の開始（導入）

（１）赴任初年度の学年状況（１）赴任初年度の学年状況（１）赴任初年度の学年状況（１）赴任初年度の学年状況（１）赴任初年度の学年状況（１）赴任初年度の学年状況（１）赴任初年度の学年状況（１）赴任初年度の学年状況



（１）赴任初年度の学年状況

・母体となる小学校が学級崩壊

・毎日放課後は、夜 時まで生活指導

・生徒たちの教員に対する不信感大

（１）赴任初年度の学年状況

時まで生活指導



（１）当時の学校状況

２ きっかけ

（２）小学生への体験授業

（３）「外国語活動」の開始（導入）



（２）小学生（ 年）への体験授業

・学級崩壊しているクラスを担当

・大きな声で ＆ 体を使って発音

・アルファベット

②大文字と小文字のカードマッチング②大文字と小文字のカードマッチング

①リズムや速さを変えて



入学した後…

・「楽しかった！」

・「小学校でもやりたかった…。」

・「また、小学校に来てほしい。」



（１）当時の学校状況

２ きっかけ

（２）小学生への体験授業

（３）「外国語活動」の開始（導入）







３ 具体的な取組①

◆小学校への出前授業

・日程調整

・管理職や教務主任への報連相

・振り返り

・他の英語科教員との情報共有



３ 具体的な取組②

◆小学校での授業内容把握

・教科書（単元内容等）や活用英語

・指導者の英語スキル

・中学校との接続（どの学年で教えるか）

・指導者の困りごとチェック

小学校の
内容を
理解する
内容を
理解する



打ち合わせの内容

（２）単元目標に対しての指導計画（ 単元分）（２）単元目標に対しての指導計画（ 単元分）

（１）クラスの雰囲気や児童の様子や特徴

（３）担任の先生が苦手なこと

（４）配慮したこと



打ち合わせの内容

（１）クラスの雰囲気や児童の様子や特徴（１）クラスの雰囲気や児童の様子や特徴（１）クラスの雰囲気や児童の様子や特徴



打ち合わせの内容

（２）単元目標に対しての指導計画（ 単元分）

・定着させたい表現の確認

・具体的な学習活動や方法

・活動を入れ込みすぎない



打ち合わせの内容

（３）担任の先生が苦手なこと

・発音

・褒め言葉

・発音 → 英語を話すことを楽しむ

→ 正しい英文で言わなくてもいい

・褒め言葉 → 最初は簡単なものから



配慮したこと

・表情を意識する（特に笑顔）

・児童と目線を合わせる

・必ず、名前をつける

・とにかく褒める（認める）

・表情を意識する（特に笑顔）

Good, 
Yoko!

中学生にも有効！



←
小学校
外国語活動
外国語研修
ガイドブック

クラスルーム・
イングリッシュ
実習編

～



成果①

・入学式の日に名前を呼べる関係性・入学式の日に名前を呼べる関係性
→ 安心感があり、不安が減る

・自分の授業改善にもつながる・自分の授業改善にもつながる
→ 同じ教材を活用同じ教材を活用

→ 学習内容を復習することで定着しやすい傾向学習内容を復習することで定着しやすい傾向

安心感があり、不安が減る

→ 生活指導面でも有効



成果②

・小中で指示英語を統一・小中で指示英語を統一
→ 中１ギャップ解消にもつながる

・語彙力などの向上・語彙力などの向上
→ 誉め言葉や指示英語誉め言葉や指示英語

→ リズムや抑揚

中１ギャップ解消にもつながる

→ 入学当初の授業がスムーズに進行入学当初の授業がスムーズに進行



４ 今後の課題

・小学校での格差チェック・小学校での格差チェック →→ レベルや現状確認

・小学校への出前授業実施・小学校への出前授業実施 →→ 英語以外の教科も

・文字指導・文字指導 →→ ラッキーではなく、ありがたい！

これは中学校英語科教員の仕事！

外国語専科との連携も！



最後に…

・できることから

・一人でなく、誰かと一緒に

・お互いに助け合いながら



ご清聴ありがとう

ございました











文部科学省
平成26～29年度
外国語教育強化
地域事業







以下、参考までに

• 学習指導要領解説から





外国語科の目標

小学校第３学年及び第４学年 
外国語活動

• 外国語によるコミュニケー
ションにおける見方・考え方を
働かせ，外国語による聞く こ
と，話すことの言語活動を通
して，コミュニケーション を図
る素地となる資質・能力を次
のとおり育成することを目指
す。

小学校第５学年及び第６学年
 外国語

• 外国語によるコミュニケー
ションにおける見方・考え方を
働かせ，外国語による聞く こ
と，読むこと，話すこと， 書く
ことの言語活動を通して，コ
ミュニケーションを図る基礎と
なる資質・能力を次のとおり
育成することを目指す。



外国語科の目標
中学校
外国語

• 外国語によるコミュニケー 
ションにおける見方・考え方 
を働かせ，外国語による聞く 
こと，読むこと，話すこと， 書
くことの言語活動を通して，簡
単な情報や考えなどを理解し
たり表現したり伝え合ったりす
るコミュニケーションを図る資
質・能力を次のとおり育成す
ることを目指す。

高等学校
外国語

• 外国語によるコミュニケーションに
おける見方・考え方を働かせ，外
国語による聞くこと，読むこと，話
すこと， 書くことの言語活動及びこ
れらを結び付けた統合的な言語 
活動を通して，情報や考えなどを
的確に理解したり適切に表現した
り伝え合ったりするコミュニケーショ
ンを図る資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。





思考力・判断力・表現力等

小学校第３学年及び第４学年 
外国語活動

• 身近で簡単な事柄について，
外国語で聞いたり話したりし
て自分の考えや気持ちなどを
伝え合う力の素地を養う。

小学校第５学年及び第６学年 
外国語

• コミュニケーションを行う目的や場
面，状況などに応じて，身近で簡単
な事柄について，聞いたり話したり
するとともに，音声で十分に慣れ親
しんだ外国語の語彙や基本的な表
現を推測しながら読んだり，語順を
意識しながら書いたり して，自分の
考えや気持ちなどを伝え合うことが
できる基礎的な力を養う。



思考力・判断力・表現力等

中学校
外国語

• コミュニケーションを行う目的
や場面，状況などに応じて，
日常的な話題や社会的な話
題について，外国語で簡単な
情報や考えなどを理解したり，
これらを活用して表現したり
伝え合ったりすることができる 
力を養う。

高等学校
外国語

• コミュニケーションを行う目的や場
面，状況などに応じて，日常的な話
題や社会的な話題について，外国 
語で情報や考えなどの概要や要点，
詳細，話し手や書き手の意図など
を的確に理解したり，これらを活用 
して適切に表現したり伝え合ったり
することができる力を養う。



高等学校学習指導要領解説 付録

〇他に

「５つの領域別の目標」

の学校段階別一覧表がありますので参考に

してください。







話すこと（やり取り）

知り合いと簡単な挨拶を 
交わしたり，感謝や簡単
な指示，依頼をして，そ
れらに応じたりする活動。

小学校第３学年及び第４学年 

外国語活動

小学校第５学年及び第６学年 

外国語

初対面の人や知り合いと 
挨拶を交わしたり，相手
に 指示や依頼をして，
それらに応じたり断った
りする活動。

中学校

外国語

関心のある事柄について， 
相手からの質問に対し，
その場で適切に応答した
り，関連する質問をした
りして，互いに会話を継
続する活動。



話すこと（発表）

小学校第３学年及び第４学年 

外国語活動

小学校第５学年及び第６学年 

外国語

中学校

外国語

自分の好き嫌いや，欲
しい物などについて，
人前で 実物やイラスト，
写真などを見せながら
話す活動。

簡単な語句や基本的な
表現を用いて，自分の
趣味や得意なことなど
を含めた自己紹介をす
る活動。

日常的な話題につい
て，事実や自分の考
え，気持ちなどをま
とめ，簡単なスピー
チをする活動。



小中接続の具体例

• 授業参観
• 年間指導計画の交換等
• 指導方法等についての検討会
• 授業参観後の研究協議
• 小中連携したカリキュラムの作成



＋αとして（提案）

・中学校の教員が、小学校で出前授業をする。

•小中学校の教員が、お互いの学校でティーム・ティーチング
をする。

•小中学校の教員が、合同で学習指導案を作成する。

•小中学校の教員が、合同でワークショップを行う。
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東京書籍株式会社
New Horizon Elementary
開隆堂出版株式会社
Junior Sunshine
学校図書株式会社
Junior Total English
株式会社三省堂
Crown Jr.
教育出版株式会社
One World Smiles 
光村図書出版株式会社
Here We Go!
株式会社新興出版社啓林館
Blue Sky Elementary

小学校5，6年の英語教科書発行者

週2時間の授業




